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議案第  ８１  号  
 
 
   流山市部設置条例の一部を改正する条例の制定について  

流山市部設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案理由  健康福祉部の所管である後期高齢者医療保険に関する事務を

市民生活部に移管するためである。  
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 



流山市部設置条例の一部を改正する条例  

 流山市部設置条例（昭和４３年流山市条例第５号）の一部を次のよう

に改正する。  

 第２条第４号エ中「国民健康保険」の次に「、後期高齢者医療保険」

を加え、同条第５号中イを削り、ウをイとする。  

附  則  

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  



 

議案第  ８２  号  

 

 

   流山市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について  

 流山市職員の配偶者同行休業に関する条例を別紙のとおり制定する。  

  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  職員の継続的な勤務を促進するため、外国で勤務をする配偶

者と外国において生活を共にするための休業制度を創設するた

めである。  

 

 

 

  



 

流山市職員の配偶者同行休業に関する条例  

 （趣旨）  

第１条  この条例は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下

「法」という。）第２６条の６第１項（同条第４項において準用する

場合を含む。以下同じ。）から第３項まで及び第６項の規定並びに法

第２６条の６第１１項において準用する法第２６条の５第６項の規定

に基づき、職員の配偶者同行休業（法第２６条の６第１項に規定する

配偶者同行休業をいう。以下同じ。）に関し必要な事項を定めるもの

とする。  

 （配偶者同行休業の承認）  

第２条  任命権者は、職員が申請した場合において、公務の運営に支障

がなく、職員の勤務成績その他の事情を考慮した上で、当該職員の勤

務復帰後における継続的勤務により公務の円滑な運営に資するものと

認めるときは、当該職員が配偶者同行休業をすることを承認すること

ができる。  

 （配偶者同行休業の期間）  

第３条  法第２６条の６第１項の条例で定める期間は、３年を超えない

範囲内の期間とする。  

 （配偶者同行休業の対象となる配偶者が外国に滞在する事由）  

第４条  法第２６条の６第１項の条例で定める事由は、次に掲げる事由

（６月以上にわたり継続することが見込まれるものに限る。第８条第

１号において「配偶者外国滞在事由」という。）とする。  

（１）外国での勤務  

（２）事業の経営その他の個人が業として行う活動であって外国におい

て行うもの  

（３）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に規定する大学

に 相 当 す る 外 国 の 大 学 （ こ れ に 準 ず る 教 育 施 設 を 含 む 。 ） で あ っ

て、外国に所在するものにおける修学（前２号に該当するものを除

く。）  

 （配偶者同行休業の承認の申請）  

第５条  配偶者同行休業の承認の申請は、配偶者同行休業をしようとす

る期間の初日及び末日並びに当該申請をした職員の配偶者（法第２６

条の６第１項に規定する配偶者をいう。以下同じ。）が当該期間中に



 

外国に住所又は居所を定めて滞在する事由を明らかにしてしなければ

ならない。  

２  任命権者は、前項の申請をした職員に対して、当該申請について確

認するため必要があると認める書類の提出を求めることができる。  

 （配偶者同行休業の期間の延長）  

第６条  配偶者同行休業をしている職員は、当該配偶者同行休業を開始

した日から引き続き配偶者同行休業をしようとする期間が３年を超え

な い 範 囲 内 に お い て 、 延 長 を し よ う と す る 期 間 の 末 日 を 明 ら か に し

て、任命権者に対し、配偶者同行休業の期間の延長の申請をすること

ができる。  

２  第２条及び前条第２項の規定は、配偶者同行休業の期間の延長の承

認について準用する。  

 （配偶者同行休業の期間の再度の延長ができる特別の事情）  

第７条  法第２６条の６第３項の条例で定める特別の事情は、配偶者同

行休業の期間の延長後の期間が満了する日における当該配偶者同行休

業に係る配偶者の第４条第１号の外国での勤務が同日後も引き続くこ

ととなり、及びその引き続くことが当該延長の請求時には確定してい

なかったことその他任命権者がこれに準ずると認める事情とする。  

 （配偶者同行休業の承認の取消事由）  

第８条  法第２６条の６第６項の条例で定める事由は、次に掲げる事由

とする。  

（１）配偶者が外国に住所又は居所を定めて滞在しないこととなり、又

は配偶者が住所又は居所を定めて外国に滞在する事由が配偶者外国

滞在事由に該当しないこととなったこと。  

（２）配偶者同行休業をしている職員が職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例（平成７年流山市条例第７号）第１４条の規定により出産を

事由とする特別休暇を取得することとなったこと。  

（３）任命権者が、配偶者同行休業をしている職員について、地方公務

員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）第２条第

１項の規定による育児休業を承認することとなったこと。  

 （届出）  

第９条  配偶者同行休業をしている職員は、次に掲げる場合には、遅滞

なく、その旨を任命権者に届け出なければならない。  



 

（１）配偶者が死亡した場合  

（２）配偶者が職員の配偶者でなくなった場合  

（３）配偶者と生活を共にしなくなった場合  

（４）前条第１号又は第２号に掲げる事由に該当することとなった場合  

２  第５条第２項の規定は、前項の規定による届出について準用する。  

 （配偶者同行休業に伴う任期付採用及び臨時的任用）  

第１０条  任命権者は、第２条又は第６条第１項の申請があった場合に

おいて、当該申請に係る期間（以下「申請期間」という。）について

職員の配置換えその他の方法によって当該申請をした職員の業務を処

理することが困難であると認めるときは、当該業務を処理するため、

次の各号に掲げる任用のいずれかを行うことができる。この場合にお

いて、第２号に掲げる任用は、申請期間について１年を超えて行うこ

とができない。  

（１）申請期間を任用の期間（以下「任期」という。）の限度として行

う任期を定めた採用  

（２）申請期間を任期の限度として行う臨時的任用  

２  任命権者は、前項の規定により任期を定めて職員を採用する場合に

は、当該職員にその任期を明示しなければならない。  

３  任命権者は、第１項の規定により任期を定めて採用された職員の任

期が申請期間に満たない場合にあっては、当該申請期間の範囲内にお

いて、その任期を更新することができる。  

４  任命権者は、前項の規定により任期を更新する場合には、あらかじ

め当該任期を定めて採用された職員の同意を得なければならない。  

５  第２項の規定は、第３項の規定により任期を更新する場合について

準用する。  

 （職務復帰後における号給の調整）  

第１１条  配偶者同行休業をした職員が職務に復帰した場合において、

部内の他の職員との均衡上必要があると認められるときは、当該配偶

者同行休業の期間を１００分の５０以下の換算率により換算して得た

期間を引き続き勤務したものとみなして、その職務に復帰した日及び

その日後における最初の職員の昇給を行う日として規則で定める日又

はそのいずれかの日に、昇給の場合に準じてその者の号給を調整する

ことができる。  



 

 （委任）  

第１２条  この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

   附  則  

 この条例は、公布の日から施行する。  

 

 



議案第  ８３  号  

 

 

   流山市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について  

 流山市職員定数条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。  

  平成２９年１１月３０日提出  

         流山市長   井  崎  義  治    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  消防機関の職員の定数を増やし、消防体制の強化を図ること

により、安心・安全なまちづくりに寄与するためである。  



   流山市職員定数条例の一部を改正する条例  
 流山市職員定数条例（昭和４１年流山市条例第３７号）の一部を次の

ように改正する。  
 第２条第７号中「１９０人」を「２００人」に改める。  
   附  則  

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  
 



議案第  ８４  号  

 

 

   流山市健全財政維持条例の制定について  

 流山市健全財政維持条例を別紙のとおり制定する。  

  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  流山市自治基本条例（平成２１年流山市条例第１号）第２３

条の規定に基づき、市長の財政運営に関する基本事項を定め、

将来にわたる健全で規律ある財政運営に資するためである。  

 

  



流山市健全財政維持条例  

目次  

第１章  総則（第１条－第３条）  

第２章  財政運営の基本原則（第４条－第１２条）  

第３章  健全財政の維持（第１３条・第１４条）  

第４章  雑則（第１５条）  

附則  

第１章  総則  

（目的）  

第１条  この条例は、流山市自治基本条例（平成２１年流山市条例第１

号。以下「自治基本条例」という。）第２３条の規定に基づき、市長

の財政運営に関する基本事項を定めることにより、将来にわたる健全

で規律ある市の財政運営に資することを目的とする。  

（基本理念）  

第２条  市長は、前条の目的を達成するため、常に財政状況を総合的に

把握し、財源を効果的かつ効率的に活用することにより、財政を健全

に運営しなければならない。  

２  市長は、持続可能な財政構造の確立に向けて計画的に財政運営を行

わなければならない。  

（市長の責務）  

第３条  市長は、前条の基本理念にのっとり、市民ニーズを的確に把握

し、必要性を考慮した予算の編成及び適正な執行をすることにより、

健全で規律ある財政運営を行わなければならない。  

第２章  財政運営の基本原則  

（財政情報の公表）  

第４条  市長は、財政に関する情報を市民に分かりやすく公表すること

により、市民と情報を共有し、財政運営の透明性の確保に努めなけれ

ばならない。  

（財政状況の把握及び分析）  

第５条  市長は、財政の状況を総合的に把握し、分析を行うため、毎年

度、財産の保有状況について市が加入する組合等を含めた連結決算を

行い、次に掲げる財務諸表を作成し、公表しなければならない。  

（１）貸借対照表  



（２）行政コスト計算書  

（３）純資産変動計算書  

（４）資金収支計算書  

（財政計画）  

第６条  市長は、自治基本条例第２２条第１項の規定により総合計画に

おける基本計画及び実施計画を策定する際は、計画期間に応じた財政

の見通しを作成し、財政計画として公表しなければならない。  

（地方債の発行）  

第７条  市長は、地方債を発行する場合においては、次に掲げる事項に

留意しなければならない。  

（１）将来において市民が負担することの妥当性  

（２）当該地方債に係る償還金が将来の財政運営に与える影響  

（基金の積立て）  

第８条  市長は、緊急的な行政需要に対応するため、必要と認められる

額の資金を財政調整積立基金に留保するよう努めなければならない。  

２  市長は、公共施設の修繕、新築又は建替えに係る経費その他資金の

留保が必要と認められる経費に充てるため、計画的に基金に積み立て

るよう努めなければならない。  

（資産の活用）  

第９条  市長は、長期的な観点に立って、公共施設その他の資産の用途

の見直し、維持補修等を行い、効果的に資産を活用しなければならな

い。  

（予算の編成）  

第１０条  市長は、効果的、効率的かつ健全で規律ある財政運営を行う

ため、自治基本条例第２４条第１項の規定により実施する行政評価の

結果を、予算編成に反映させなければならない。  

２  市長は、国及び県の動向を注視し、最新の情報を把握し、不断の歳

入確保に努めなければならない。  

（効果的な予算執行）  

第１１条  市長は、事業効果を考慮した上で、最大の成果が得られるよ

う予算の執行を行わなければならない。  

（重要性のある新たな行政課題への対応）  

第１２条  市長は、重要性のある新たな行政課題に対応する場合は、そ



の 必 要 性 、 効 果 及 び 財 源 を 明 ら か に し た 上 で 対 応 し な け れ ば な ら な 

い。  

第３章  健全財政の維持  

（判断指標）  

第 １ ３条  市 長 は 、 地 方公 共 団 体 の 財 政 の健 全 化 に 関 す る 法律 （ 平 成  

１９年法律第９４号。以下「財政健全化法」という。）に規定する実

質公債費比率及び将来負担比率を財政判断指標とし、当該比率につい

て財政健全化法の規定に基づき国が定める早期健全化基準の２分の１

を市独自の基準（以下「早期警戒基準」という。）と定め、これを上

回らないように努めなければならない。  

（健全財政維持の取組）  

第１４条  市長は、早期警戒基準を上回った場合は、健全な財政運営を

維持するための計画（以下「健全財政維持計画」という。）を直ちに

策定するとともに、健全財政維持計画に従い、財政の健全化に取り組

まなければならない。  

２  市長は、健全財政維持計画を策定し、又は変更した場合は、これを

議会に報告し、かつ、市民に広く公表しなければならない。  

第４章  雑則  

（委任）  

第１５条  この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。  

附  則  

 この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  



議案第  ８７  号  
 
 
   指定管理者の指定について  

次のとおり指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長  井  崎  義  治    
 
 
１  管理を行わせる公の施設の名称  
  流山市南流山福祉会館  
２  指定管理者となる団体  
  流山市東初石３丁目１０３番地の１８  
  公益社団法人流山市シルバー人材センター  
  会長  前田  良助   
３  指定の期間  
  平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まで  



議案第  ８８  号  
 
 
   指定管理者の指定について  

次のとおり指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長  井  崎  義  治    
 
 
１  管理を行わせる公の施設の名称  
  流山市向小金福祉会館  
２  指定管理者となる団体  
  東京都文京区後楽一丁目３番６１号  
  株式会社東京ドームファシリティーズ  
  代表取締役  山田  幸雄  
３  指定の期間  
  平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まで  
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議案第  ８９  号  

 

 

   流山市おおたかの森ホールの設置及び管理に関する条例の制定に

ついて  

 流山市おおたかの森ホールの設置及び管理に関する条例を別紙のとお

り制定する。  

  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  公の施設として、流山市おおたかの森ホールを設置し、その

管理について必要な事項を定め、指定管理者による管理を行わ

せるためである。  
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流山市おおたかの森ホールの設置及び管理に関する条例  

（趣旨）  

第１条  この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４

条の２第１項の規定により、流山市おおたかの森ホールの設置及び管

理に関し必要な事項を定めるものとする。  

（設置）  

第２条  市は、流山市文化芸術基本条例（平成２６年流山市条例第３９

号）第４条第１項の規定に基づき文化芸術の推進に資するとともに、

市民等交流の進展を図るため、流山市おおたかの森ホール（以下「お

おたかの森ホール」という。）を設置する。  

（位置）  

第３条  おおたかの森ホールの位置は、次のとおりとする。  

流山市東初石５丁目１８２番地の２９  

（事業）  

第４条  おおたかの森ホールは、次に掲げる事業を行う。  

（１）音楽その他の文化芸術に関する事業  

（２）講演会、展示会等を通じた市民等の交流に関する事業  

（３）おおたかの森ホールの設置目的を達成するための施設の提供に関

する事業  

（４）前３号に定めるもののほか、市長が必要と認める事業  

（指定管理者による管理）  

第５条  市 は 、 お お た か の 森 ホ ー ル の 設 置 目 的 を 効 果 的 に 達 成 す る た  

め 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 市 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定 管 理 

者」という。）におおたかの森ホールの管理を行わせるものとする。  

２  前項の規定による指定管理者の指定手続等については、流山市公の

施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１６年流山市

条例第２７号）の定めるところによる。  

（指定管理者が行う業務の範囲）  

第６条  指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。  

（１）お お た か の 森 ホ ー ル の 施 設 、 駐 車 場 及 び 附 属 設 備 （ 以 下 「 施 設 

等」という。）の維持管理に関すること。  

（２）第４条に規定する事業の実施に関すること。  

（３）第９条に規定する事前予約に関すること。  
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（４）第１０条に規定する使用の許可に関すること。  

（５）第１１条に規定する使用の制限に関すること。  

（６）第１２条に規定する使用の許可の取消し等に関すること。  

（７）第１４条に規定する使用期日の変更等に関すること。  

（８）第１６条に規定する模様替え等の許可に関すること。  

（９）第１９条から第２１条までに規定する利用料金の収受、減免及び

還付に関すること。  

（使用時間）  

第７条  おおたかの森ホールの使用時間は、午前９時から午後１０時ま

でとする。  

２  前項の規定にかかわらず、流山市教育委員会（以下「教育委員会」  

という。）が必要と認めるときは、これを変更することができる。  

（休館日）  

第８条  おおたかの森ホールの休館日は、あらかじめ教育委員会の承認

を得て、指定管理者が定めるものとする。ただし、教育委員会が特に

必要があると認めるときは、臨時に休館し、又は休館日を変更するこ

とができる。  

（事前予約）  

第９条  おおたかの森ホールの施設を使用しようとする者は、教育委員

会規則で定めるところにより、当該施設の事前予約をすることができ

る。  

（使用の許可）  

第１０条  施設等を使用しようとする者は、指定管理者の許可を受けな

ければならない。  

２  前 項 の 許 可 に は 、 施 設 等 の 管 理 上 必 要 な 条 件 を 付 す る こ と が で き 

る。  

（使用の制限）  

第１１条  指定管理者は、施設等を使用しようとする者が次の各号のい

ずれかに該当するときは、その使用を許可しないものとする。  

（１）その使用が、公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。  

（２）おおたかの森ホールの設置の目的に反すると認められるとき。  

（３）施設等及び展示資料を損傷するおそれがあるとき。  

（４）前３号に掲げるもののほか、施設等の管理上支障があると認めら
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れるとき。  

（使用の許可の取消し等）  

第１２条  指定管理者は、第１０条第１項の規定による使用の許可を受

けた者（以下「使用者」という。）の使用が次の各号のいずれかに該

当するときは、その許可を取り消し、又はその使用の全部若しくは一

部を禁止することができる。  

（１）この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。  

（２）第１０条第２項の規定により付した使用の許可の条件に違反した

とき。  

（３）虚偽の申請その他不正の手段により使用の許可を受けた事実が明

らかとなったとき。  

（４）前３号に定めるもののほか、施設等の管理上支障があると認めら

れるとき。  

（使用期間）  

第１３条  おおたかの森ホールの施設は、同一使用者が同一施設を引き

続き１４日間まで使用することができる。ただし、教育委員会が特に

必要と認めるときは、この限りでない。  

（使用期日の変更等）  

第１４条  使用者は、その使用日若しくは使用区分を変更し、又は使用

の取消しをしようとするときは、指定管理者の承認を受けなければな

らない。  

（目的外使用及び権利譲渡等の禁止）  

第１５条  使用者は、許可を受けた目的以外に施設等を使用し、又はそ

の権利を譲渡し、若しくは転貸してはならない。  

（模様替え等）  

第１６条  使用者が、施設等の使用に際しこれを模様替えし、又は新た

な設備等を付加しようとするときは、あらかじめ指定管理者の許可を

受けなければならない。  

（原状回復義務）  

第１７条  使用者は、施設等の使用を終了したとき（第１２条の規定に

より施設等の使用の許可の取消し又は禁止があったときを含む。）は、

直ちに施設等を原状に回復しなければならない。ただし、指定管理者

が認めたときは、この限りでない。  
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（損害賠償）  

第１８条  使用者は、故意又は過失により、施設等を損傷し、又は滅失

したときは、これによって生じた損害を賠償しなければならない。  

（利用料金）  

第１９条  施設等の使用者は、当該使用に係る料金（以下「利用料金」

という。）を指定管理者に支払わなければならない。  

２  利用料金（駐車場に係るものを除く。）は、第１０条第１項の規定

による使用の許可に係る申請の際、指定管理者が指定する日までに支

払わなければならない。ただし、国及び地方公共団体が使用する場合

は、この限りでない。  

３  利用料金（駐車場に係るものに限る。）は、教育委員会規則で定め

るところにより支払わなければならない。  

４  利用料金の額は、別表に定める額の範囲内で、指定管理者があらか

じめ市長の承認を得て定める。  

５  市 長 は 、 利 用 料 金 を 指 定 管 理 者 の 収 入 と し て 収 受 さ せ る も の と す 

る。  

（利用料金の減免）  

第２０条  指定管理者は、教育委員会規則に定めるところにより、利用

料金を減額し、又は免除することができる。  

（利用料金の還付）  

第２１条  既納の利用料金は還付しない。ただし、指定管理者は、次の

各号のいずれかに該当するときは、教育委員会規則で定めるところに

より、利用料金の全部又は一部を還付することができる。  

（１）天災地変その他使用者の責めによらない事由により使用できなか

ったとき。  

（２）公用又は公共用その他やむを得ない事由により使用の許可を取り

消し、又は使用を中止させたとき。  

（３）使用者が施設の利用の取消しを申し出た日から使用期日までの日

数が１５日を超えるとき。  

（委任）  

第２２条  この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が規則で定  

める。  

附  則  
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（施行期日）  

１  この条例は、平成３１年３月１日から施行する。ただし、次項及び

附則第３項の規定は、公布の日から施行する。  

（準備行為）  

２  指定管理者の指定に関する手続及び指定管理者がおおたかの森ホー

ルの管理を行うための準備行為は、この条例の施行の日（以下「施行

日」という。）前においても行うことができる。  

３  おおたかの森ホールの使用等のための申請、許可その他の行為は、

施行日前においても行うことができる。  
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別表（第１９条関係）  

１  おおたかの森ホール施設利用料金表        （単位：円）  

施設  
 使用区分  

    

午前  午後  夜間  終日  

ホール  
平日  21,200  36,200  42,600  100,000  

土日・休日  25,500  43,400  51,100  120,000  

楽屋  

(小１、小２ ) 

平日  270  460  560 1,290  

土日・休日  330  560  650  1,540  

楽屋 (個室 ) 
平日  380  650  770  1,800  

土日・休日  450  780  930  2,160  

楽屋 (大１ ) 
平日  480 820  970  2,270  

土日・休日  580  990  1,150  2,720  

楽屋 (大２ ) 
平日  480 820  940  2,240  

土日・休日  570  970  1,140  2,680  

リハーサル室  
平日  3,870  6,580  7,760  18,210  

土日・休日  4,650  7,910  9,290  21,850  

スタジオ１  
平日  1,160 1,970 2,340 5,470  

土日・休日  1,400 2,380 2,780 6,560  

スタジオ２  
平日  1,150 1,960 2,300 5,410  

土日・休日  1,380 2,350 2,760 6,490  

会議室１  
平日  540  920  1,100  2,560  

土日・休日  650  1,110  1,310  3,070  

会議室２  
平日  830  1,410  1,660  3,900  

土日・休日  1,000  1,700  1,980  4,680  

備考  

１  「午前」とは午前９時から正午までを、「午後」とは午後１時か

ら午後５時までを、「夜間」とは午後６時から午後１０時までをい

う。  

２  ホールの使用の許可にはホワイエの使用を含むものとし、その利

用料金はホールの利用料金に含まれるものとする。  

３  ホワイエを単体で使用する場合の利用料金は、ホールの利用料金

に１００分の４０以内で指定管理者が定める割合を乗じて得た額に
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相当する額（１０円未満の端数が生じたときは、その額を切り捨て

た額）とする。  

４  この表に掲げる利用料金の使用区分を超えてホールを使用する場

合の利用料金の上限額は、３０分（超える時間が３０分未満である

と き 、 又 は ３ ０ 分 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を ３ ０ 分 と みな

す 。 ） ま で ご と に 、 そ の 直 前 （ 午 前 ９ 時 前 の 使 用 に あ っ て は 、直

後）の利用料金の使用区分に係る規定の利用料金の上限額の３０分

当たりの利用料金に１００分の１３０を乗じて得た額に相当する額

（１０円未満の端数が生じたときは、その額を切り上げた額）とす

る。  

５  本市の市民以外の者が使用する場合の利用料金は、規定の利用料

金に１００分の１３０を乗じて得た額に相当する額（１０円未満の

端数が生じたときは、その額を切り捨てた額）とする。この場合に

おいて、備考の３又は４のいずれかに該当する場合は、当該規定を

適用して得た額の合計額に１００分の１３０を乗じて得た額に相当

す る 額 （ １ ０ 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 そ の 額 を 切 り 捨 てた

額）とする。   

６  営利を目的として使用する場合の利用料金は、規定の利用料金に

１００分の１５０以内で指定管理者が定める割合を乗じて得た額に

相当する額（１０円未満の端数が生じたときはその額を切り捨てた

額）とする。この場合において、備考の３、４又は５のいずれかに

該当する場合は、当該規定を適用して得た額の合計額に１００分の

１５０を乗じて得た額に相当する額（１０円未満の端数が生じたと

きは、その額を切り捨てた額）とする。  

７  午前及び午後、午後及び夜間、又は午前、午後及び夜間について

使用の許可を受けたものは、それぞれ正午から午後１時まで、午後

５時から午後６時まで、又は正午から午後１時まで及び午後５時か

ら午後６時までの間においても、使用することができる。  

８  開館時間の変更に伴い、使用区分を変更する場合の利用料金の上

限額は、この表に掲げる額との均衡を考慮して、その都度別に定め

る。  

９  楽屋は、ホールを使用する場合に限り使用することができる。  

１０  利用料金の額には、消費税額及び地方消費税額の合算額に相当



平成２９年８月１８日(金 

 

する額を含む。  

２  駐車場利用料金表  

施設名  料金  

駐車場  駐車からの時間が３０分ごとに    ５００円  

備考  

利用料金の額には、消費税額及び地方消費税額の合算額に相当する額

を含む。  

３  附属設備利用料金表  

区  分  附  属  設  備  名  単  位  
１回の利用料金

（  円  ）  

ホール

用  

ピアノ  フルコンサートピアノⅠ  １台  １３，０００  

フルコンサートピアノⅡ  １台  ８，０００  

ビデオプロジェクター  １台  ３，２４０  

リハー

サル室

用  

ピアノ  フルコンサートピアノ  １台  ６，０００  

スタジ

オ用  

ピアノ  アップライトピアノ  

（付属椅子あり）  

１台  １，０８０  

 

スタジオ音響セット  １式  １，０８０  

ドラムセット  １式  ６４０  

ギターアンプ  １台  ６４０  

ベースアンプ  １台  ６４０  

デジタルピアノセット  

（付属椅子あり）  

１式  ６４０  

共通  

 

 

 

 

 

 

ピアノ用  補助ペダル  １台  １００  

補助台  １台  １００  

調律料  １回  実費  

指揮者台  １台  ５４０  

譜面台  指揮者用  １台  ２１０  

演奏者用  １台  １００  

椅子  演奏者用  １脚  ２１０  
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 ピアノ用（背付）  １脚  ２１０  

ピアノ用 (背無 ) １脚  ５４０  

コ ン ト ラ バ ス 用 （ 背

付）  

１脚  ２１０  

コントラバス用 (背無 ) １脚  ３２０  

チェロ用  １脚  ２１０  

客席用  ５脚  １００  

譜面灯  １灯  １００  

机  １台  ２１０  

演台 (花台付 ) １式  １，０８０  

司会者台  １台  ５４０  

平台 (大 ) １台  ３２０  

平台 (中 ) １台  ２１０  

平台 (小 ) １台  １００  

金屏風  １双  １，６２０  

緋毛氈  １枚  １００  

上敷ござ  １枚  １００  

地絣  １枚  ５４０  

吊看板  １式  ２１０  

高座用座布団  １枚  １００  

長布団  １枚  １００  

上敷き  １枚  １００  

表彰盆  １台  １００  

水差し  １組  １００  

めくり台  １台  １００  

バレエ用シート  １本  ５４０  

ビデオプロジェクター  １台  ２，１６０  

可搬式スクリーン  １式  １，０８０  

展示パネル  １台  ３２０  

展示パネル用照明  １個  １００  

市旗  １枚  １００  

国旗  １枚  １００  
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照明設

備  

調光装置  １式  ２，１６０  

アッパーホリゾントライト  １列  ３２０  

ロアーホリゾントライト  １台  １００  

シーリングライト  １列  １００  

センターピンスポット  １台  １，０８０  

スポットライトＡ  １台  １６０  

スポットライトＢ  １台  １００  

パーライト  １台  ３２０  

スタンド  １台  １００  

カラーフィルター  １枚  実費  

コンバージョンフィルター  １枚  実費  

持込器具  １ キ ロ

ワット  

１００  

音響装

置  

 

 

 

 

 

 

 

 

拡声装置  １式  １，０８０  

マイクロ

フォン  

ダイナミックマイク  １本  ５４０  

コンデンサーマイクＡ  １本  １，０８０  

コンデンサーマイクＢ  １本  １，６２０  

ワイヤレスマイク  １本  １，０８０  

３点吊りマイク装置  １式  １，０８０  

再生機器  １台  ８６０  

録音機器  １台  ８６０  

ポータブルＰＡシステム  １式  ５４０  

マルチボックス  １台  ５４０  

 

 

 

 

ダイレクトボックス  １台  ５４０  

マイクスタンド  １本  １００  

スピーカー  １台  ５４０  

持込器具  １式  ２，１６０  

備考  

１  この表において、１回の利用料金とは、午前９時から正午まで、

午後１時から午後５時まで及び午後６時から午後１０時までの単位

に区分したもののうち、１つの単位当たりの利用料金をいう。  

２  ホ ー ル を 平 土 間 の 形 態 で 使 用 す る 場 合 は 、 机 ５ ０ 台 及 び 椅 子 



平成２９年８月１８日(金 

 

１００脚を使用することができる。この場合において、追加で机及

び椅子を使用する場合は、当該追加する机及び椅子についてこの利

用料金表に定める利用料金を徴収する。  

３  リハーサル室を使用する場合は、机２５台及び椅子５０脚を使用

することができる。この場合において、追加で机及び椅子を使用す

る場合は、当該追加する机及び椅子についてこの利用料金表に定め

る利用料金を徴収する。  

４  会議室１を使用する場合は、机６台及び椅子１２脚を使用するこ

とができる。この場合において、追加で机及び椅子を使用する場合

は、当該追加する机及び椅子についてこの利用料金表に定める利用

料金を徴収する。  

５  会議室２を使用する場合は、机８台及び椅子１６脚を使用するこ

とができる。この場合において、追加で机及び椅子を使用する場合

は、当該追加する机及び椅子についてこの利用料金表に定める利用

料金を徴収する。  

６  利用料金の額には、消費税額及び地方消費税額の合算額に相当す  

る額を含む。  



議案第  ９０  号  
 
 
   流山市立図書館設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について  
 流山市立図書館設置等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり制定する。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提 案 理由  流山 市 立 図 書館 の 休 館 日 及 び 開館 時 間 を 変 更 す る た め で あ

る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   流山市立図書館設置等に関する条例の一部を改正する条例  
流山市立図書館設置等に関する条例（昭和５３年流山市条例第１２号）

の一部を次のように改正する。  
第７条第１号中「月曜日（」の次に「学校教育法施行令（昭和２８年

政令第３４０号）第２９条第 1 項の規定により教育委員会が定める夏季

における休業日である月曜日（以下「夏季月曜開館日」という。）を除

き、夏季月曜開館日以外の月曜日が」を加え、同条第２号中「又は祝日

法」を「、祝日法」に改め、「休日」の次に「又は夏季月曜開館日」を

加える。  

別表第２区分の項中「及び祝日法」を「、祝日法」に改め、「休日」

の次に「及び夏季月曜開館日」を加え、同表流山市立中央図書館の項図

書館（分館を除く。）の目中「午後８時」を「午後７時」に改め、同項

南 流 山分 館 の 目 中 「 午 前 １ ０ 時 」 を 「 午 前９ 時 ３ ０ 分 」 に 、「 午 後 ８

時」を「午後７時」に改め、同表流山市立森の図書館の項図書館の目及

び流山市立木の図書館の項中「午後８時」を「午後７時」に改める。  

   附  則  

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  



 
 
議案第  ９１  号  

 

 

指定管理者の指定について  
次のとおり指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。  
平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治  
 
 
１  管理を行わせる公の施設の名称  
  流山市初石公民館  
２  指定管理者となる団体  
  流山市若葉台３番地の１３１  
  特定非営利活動法人市民助け合いネット  
  代表  片岡  興一  
３  指定の期間  
  平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まで  
 
 
 



 
 
議案第  ９２  号  

 

 

指定管理者の指定について  
次のとおり指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。  
平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治  
 
 
１  管理を行わせる公の施設の名称  
  流山市南流山センター  
２  指定管理者となる団体  
  流山市若葉台３番地の１３１  
  特定非営利活動法人市民助け合いネット  
  代表  片岡  興一  
３  指定の期間  
  平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まで  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



議案第  ９３  号  
 
 
   指定管理者の指定について  
 次のとおり指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。  
  平成２９年１１月３０日提出  
                 流山市長   井  崎  義  治  
 
 
１  管理を行わせる公の施設の名称  
  流山市立森の図書館  
２  指定管理者となる団体  

千葉県鎌ケ谷市右京塚３番地３  
株式会社すばる  

代表取締役  近藤  純哉  

３  指定の期間  
  平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まで  
 
 
 



議案第  ９５  号  

 

 

   流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例の一部を改正

する条例の制定について  

 流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり制定する。  

  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  路上喫煙防止重点区域内の路上喫煙及びたばこの吸い殻のポ

イ捨てについて、過料の規定を直接罰方式に改正するためであ

る。  

  

 

 



流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例の一部を改正

する条例  

 流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例（平成１４年流山

市条例第２１号）の一部を次のように改正する。  

第２条中第８号を第９号とし、第２号から第７号までを１号ずつ繰り

下げ、同条第１号中「道路をいう。）」の次に「又は市長が別に指定す

る 区 域 」 を 加 え 、「 た ば こ 」 を 「 点火 式 た ば こ 」 に 、「 含 む 。 以 下 同  

じ 。 ） 」 を 「 含 み、 非 点 火 式 た ば こを 吸 う こ と を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ）  

を」に改め、同号に次のただし書を加える。  

ただし、次に掲げる喫煙を除く。  

ア  第９条第５項に規定する指定喫煙所における喫煙  

イ  道路交通法第２条第１項第９号の自動車（同法第３条の大型自

動二輪車、普通自動二輪車及び小型特殊自動車を除く。）内の喫

煙  

第２条中第１号を第２号とし、第１号として次の１号を加える。  

（１）たばこ  たばこ事業法（昭和５９年法律第６８号）第２条第３号  

に規定する製造たばこであって、次に掲げるものをいう。  

ア  点火する方法により喫煙するたばこ（以下「点火式たばこ」と

いう。）  

イ  点火以外の方法により喫煙するたばこ（以下「非点火式たばこ」

という。）  

第２条に次の１号を加える。  

（１０）自転車等  次のいずれかに掲げるものをいう。  

ア  自転車（道路交通法第２条第１項第１１号の２に規定する自転

車をいう。）  

イ  原動機付自転車（道路交通法第２条第１項第１０号に規定する

原動機付自転車をいう。）  

ウ  自動二輪車（道路交通法第３条に規定する大型自動二輪車及び

普通自動二輪車をいう。）  

第８条第１項第１号中「（同条第５項に規定する指定喫煙所における

喫煙及び道路交通法第２条第１項第９号の自動車（同法第３条の大型自

動二輪車、普通自動二輪車及び小型特殊自動車を除く。）内の喫煙を除

く。）」を削り、同項第２号中「歩行中」の次に「又は自転車等の走行



中」を加え、同項第３号を削り、同項第４号中「前２号」を「前号」に

改め、同号を同項第３号とする。  

第１０条に次のただし書を加える。  

ただし、重点区域内において、同条第１項第１号の規定に違反して  

路上喫煙をし、又は同条第２項の規定に違反してたばこの吸い殻のポ  

イ捨てをした者を除く。  

 第１２条を次のように改める。  

（過料）  

第１２条  重点区域内において、第８条第１項第１号の規定に違反して

路上喫煙をした者は、２０，０００円以下の過料に処する。  

２  重点区域内において、第８条第２項の規定に違反してたばこの吸い

殻のポイ捨てをした者は、２０，０００円以下の過料に処する。  

３  前項に定めるもののほか、市内全域において、第８条第２項の規定

に違反してポイ捨てをした者で、第１０条に規定する勧告に従わなか

ったものは、２０，０００円以下の過料に処する。  

４  市内全域において、第８条第３項の規定に違反して公共の場所等に

飼い犬のふんの放置をした者で、第１０条に規定する勧告に従わなか

ったものは、２０，０００円以下の過料に処する。  

   附  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  

 （経過措置）  

２  改正後の流山市路上喫煙の防止及びまちをきれいにする条例の規定

は、この条例の施行の日以後の行為について適用し、同日前にした行

為については、なお従前の例による。  



議案第  ９６  号  
 
 
   流山市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について  
 流山市火災予防条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案理由  消防法令及び流山市火災予防条例に関する重大な違反のある

防火対象物について、その法令違反の内容を公表することによ

り、利用者等の防火安全に対する認識を高めて火災被害の軽減

を図るためである。  



   流山市火災予防条例の一部を改正する条例  
 流山市火災予防条例（昭和３７年流山市条例第１２号）の一部を次の

ように改正する。  
 第４８条の次に次の１条を加える。  
 （防火対象物の消防用設備等の状況の公表）  
第４８条の２  消防長は、防火対象物を利用しようとする者の防火安全

性の判断に資するため、当該防火対象物の消防用設備等の状況が、法、

令若しくはこれに基づく命令又はこの条例の規定に違反すると認める

ときは、その旨を公表することができる。  
２  消防長は、前項の規定による公表をしようとするときは、当該防火

対象物の関係者にその旨を通知するものとする。  
３  第１項の規定による公表の対象となる防火対象物及び違反の内容並

びに公表の手続は、規則で定める。  
   附  則  
 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。  
 



議案第  ９７  号  
 
 
   流山市消防団条例の一部を改正する条例の制定について  
 流山市消防団条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
提案理由  消防団員の任命について、消防団員の確保が困難な状況に鑑

み、年齢の上限を撤廃するためである。  



流山市消防団条例の一部を改正する条例  
 流山市消防団条例（昭和５３年流山市条例第１１号）の一部を次のよ

うに改正する。  
第４条第２項中「６０歳以下」を削り、同項ただし書を削る。  

   附  則  
 この条例は、公布の日から施行する。  
 
 
 



議案第  ９８  号  
 
 
   市道路線の認定について  
 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、別

紙路線を市道に認定するものとする。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    



起　点

終　点

東初石６丁目１８６番５０

同　　　　所同　　番４８

東初石６丁目１８７番２１

十太夫２番３６

東初石６丁目１８７番１４９

十太夫２番４７

東初石６丁目１８６番５５

同　　　　所２４６番２

東初石６丁目１８７番１５１

同　　　　所同　　番１５５

東初石６丁目１８７番１８９

同　　　　所同　　番１９

東初石６丁目１８６番３９

同　　　　所同　　番１４４

東初石６丁目１８６番１２

同　　　　所同　　番１６２

十太夫１７９番

同　所１６５番

十太夫１０３番１

同　所１５番１７

十太夫１０１番４

同　所１５番１０

十太夫１０番

同　所１５番６

十太夫１０番

同　所８番１

十太夫９番１

同　所７番１

十太夫２番５

同　所１５番１８

十太夫１５番８

同　所同　番５

十太夫１６番３６

同　所同　番２９

十太夫１６番２４

駒木字中橋上２８８番２

十太夫１６番４２

同　所同　番１２

十太夫２番９２

同　所１６番１２
２０

１２

１３

１４

１５

１６

１７

重要な
経過地

３４５０５

３７０８３

３７０８４

３７０８５

３７０８６

３７０８７

３７０８８

３７０８９

３７０９２ 十太夫区画９２号線

路線名

十太夫区画８６号線

十太夫区画８７号線

十太夫区画８８号線

十太夫区画８９号線

十太夫区画９０号線

２

３

６

４

５

８

１０

整理番号 路線番号

３７０９０

３７０９１

３４００８

３４００９

３４０１０

３４５０１

３４５０２

３４５０３

３４５０４

１

７

１８

１９

１１

３７０８１

３７０８２

９

東初石６丁目区画８号線

東初石６丁目区画１０号線

東初石６丁目区画９号線

十太夫区画８１号線

十太夫区画８２号線

十太夫区画８３号線

十太夫区画８４号線

十太夫区画８５号線

東初石６丁目１号自転車歩行者専用道路

十太夫区画９１号線

東初石６丁目２号自転車歩行者専用道路

東初石６丁目３号自転車歩行者専用道路

東初石６丁目４号自転車歩行者専用道路

東初石６丁目５号自転車歩行者専用道路



起　点

終　点

十太夫２番１５２

同　所同番２５

十太夫１番１３

同　所２番４８

十太夫１０番

東初石６丁目１８６番４９

十太夫２番１９

同　所同番３０

十太夫１４６番６

同　所１３７番１

十太夫１３番２

同　所２番１３７

駒木字中溜上３４９番１

同　　　　所３７６番８

駒木字中溜上３４７番２

同　　　　所３４２番２

駒木字中溜上３４１番１

同　　　　所３４７番３

市野谷字立野７８６番７

同　　　　所７８７番１８

市野谷字立野７９３番２

同　　　　所７８７番４７

市野谷字立野７８７番１２

同　　　　所同　　番１２

流山字巳之起２５８１番１

松戸市新松戸７丁目２６３番

木字神明１７２番

同　　所１６０番

西平井字西ノ下６７４番１

同　　　　　所６４１番

西平井字入谷津１５３４番１

同　　　　　所１５１６番

西平井字前谷津１４４２番

西平井字十二相１４９９番

西平井字広田１１９３番１

同　　　　所１１９２番

西平井字向地１３５０番

同　　　　所同　　　番

西平井字広田１１９９番１

西平井字釘貫１０８４番３

３３

３４

２５

２６

２８

３０

２９

２３

市野谷区画１１４号線

市野谷区画１１５号線

２４

木区画３９号線

駒木区画９７号線

３７５１６

２７

６６０８２

６６０８４

３９

４０

３８

４０１１４

４０１１５

３１

３２

３８０９７

３７５１７

８００３９

３７０９６

６６０９８

６６０９７

３７０９５

３７０９３

３７０９４

２１

２２

３６ 西平井区画８２号線

西平井区画８４号線

木区画４０号線

十太夫１６号自転車歩行者専用道路

十太夫１７号自転車歩行者専用道路

十太夫区画９３号線

十太夫区画９４号線

８００４０

駒木区画９５号線

駒木区画９６号線

十太夫区画９６号線

十太夫区画９５号線

３８０９５

３８０９６

４０１１３ 市野谷区画１１３号線

整理番号 路線番号 路線名
重要な
経過地

３５ ６６０７９ 西平井区画７９号線

３７

６６０９６ 西平井区画９６号線

西平井区画９７号線

西平井区画９８号線



起　点

終　点

西平井字広田１１８７番

同　　　　所１１８６番３

西平井字広田１１８４番

西平井字向地１３４３番１

西平井字向地１３５０番

同　　　　所１３２６番

西平井字四斗蒔６０７番１

西平井字道合３０１番１

西平井字前谷津１４６２番

同　　　　　所１４６１番

西平井字根郷前１３６６番

西平井字向地１３２７番３

鰭ケ崎字谷津１０９０番２

西平井字塚ノ腰１２０３番１

鰭ケ崎字谷津１０７２番１

鰭ケ崎字塚ノ腰１１９２番

鰭ケ崎字谷津１１１４番１

同　　　　所１０８６番

西深井字十ノ割８４３番４０

同　　　　　所同　　番４４

こうのす台２６１番３１

同　　　所同　　番２４

美原１丁目１５１番１

同　　　所同　　番１６

江戸川台西３丁目１２７番２１

同　　　　　　所同　　番１７

東初石１丁目６６番８２

同　　　　所同　番２２

野々下５丁目１０６６番１１

同　　　　所１０６２番２２

野々下６丁目１０４４番７

同　　　　所１０４５番１

松ケ丘２丁目３５５番１

同　　　　所同　　番２７

鰭ケ崎字背戸谷１６５６番１０

同　　　　　所１６５７番３

向小金２丁目２４４番１４

同　　　　所２２３番７２

東深井字宮前２３７番１

同　　　　所２４７番６

４２

６６１００４１

西平井７号自転車歩行者専用道路

６６１０１ 西平井区画１０１号線

４３

４５

６６１０２

６６５０４

西平井区画１０２号線

西平井４号自転車歩行者専用道路

鰭ケ崎区画９６号線

４４ ６６１０９ 西平井区画１０９号線

４８ ８１０９７ 鰭ケ崎区画９７号線

鰭ケ崎区画１００号線

３００６２ 東初石１・２丁目区画６２号線

５５

４９ ８１１００

０２０９８ 西深井区画９８号線

野々下５丁目区画４９号線

美原区画４９号線０７０４９

整理番号 路線番号 路線名
重要な
経過地

４７

西平井区画１００号線

８１０９６

４６ ６６５０７

５０

６２０４９

５９ ８４０８４ 向小金区画８４号線

５１ ０４０５７ こうのす台区画５７号線

１００２５ 江戸川台西３丁目区画２５号線

５７ ７４０３７ 松ケ丘２丁目区画３７号線

５４

５８ ８１１０１ 鰭ケ崎区画１０１号線

５２

５３

６０ ０３２７０ 東深井区画２７０号線

５６ ６３０３０ 野々下６丁目区画３０号線



起　点

終　点

中野久木字田苗下５８番

同　　　　　　所１１番１

美原３丁目８７番３

同　　　所８８番１２

東初石３丁目２７８番１０

同　　　　所２７９番１

流山２丁目２４番１

同　　　所１６番２０

６３ ３１０２１ 東初石３丁目区画２１号線

６２ ０７０５０ 美原区画５０号線

６１ ０６０４５ 中野久木区画４５号線

整理番号 路線番号 路線名
重要な
経過地

６４ ４３０１１ 流山２丁目区画１１号線



akimoto1333
タイプライタ
　　　　　　　　　　　





yokoo1715
テキスト ボックス

yokoo1715
テキスト ボックス

akimoto1333
タイプライタ
市道路線認定図

akimoto1333
タイプライタ

akimoto1333
テキスト ボックス
市道路線認定図Ｃで再掲

akimoto1333
折れ線

yokoo1715
直線

akimoto1333
タイプライタ
新市街地地区一体型特定土地区画整理事業


sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
直線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
四角形

sasaki2633
四角形

sasaki2633
四角形

sasaki2633
吹き出し
市道路線認定図Ｂで再掲

sasaki2633
吹き出し
市道路線認定図Ａで再掲

sasaki2633
矢印

sasaki2633
矢印

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線



sasaki2633
折れ線

sasaki2633
吹き出し
４

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
矢印

sasaki2633
吹き出し
８

sasaki2633
吹き出し
２７

sasaki2633
吹き出し
２３

sasaki2633
吹き出し
２６

sasaki2633
吹き出し
２１

sasaki2633
吹き出し
２０

sasaki2633
吹き出し
２２

sasaki2633
吹き出し
１

sasaki2633
吹き出し
７

sasaki2633
吹き出し
５

sasaki2633
吹き出し
３

sasaki2633
吹き出し
１１

sasaki2633
吹き出し
１２

sasaki2633
吹き出し
１３

sasaki2633
吹き出し
１４

sasaki2633
吹き出し
１５

sasaki2633
吹き出し
１９

sasaki2633
吹き出し
１６

sasaki2633
吹き出し
１７

sasaki2633
吹き出し
１８

sasaki2633
吹き出し
２４

sasaki2633
吹き出し
７

sasaki2633
吹き出し
６

sasaki2633
吹き出し
２

sasaki2633
吹き出し
２８

sasaki2633
吹き出し
２９

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
タイプライタ
市道路線認定図再掲Ａ

sasaki2633
四角形

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
吹き出し
１０



sasaki2633
吹き出し
２５

sasaki2633
吹き出し
１４

sasaki2633
四角形

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
吹き出し
９

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
タイプライタ
市道路線認定図再掲Ｂ

sasaki2633
四角形



sasaki2633
タイプライタ
市道路線認定図再掲Ｃ

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
折れ線

sasaki2633
吹き出し
３０

sasaki2633
吹き出し
３１

sasaki2633
吹き出し
３２

sasaki2633
スタンプ

sasaki2633
四角形



yokoo1715
テキスト ボックス

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３３】
市道８００３９号線

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３４】
市道８００４０号線

yokoo1715
テキスト ボックス

yokoo1715
テキスト ボックス
流　山　都　市　計　画　事　業
木地区一体型特定土地区画整理事業

yokoo1715
スタンプ



yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
折れ線

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４４】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３５】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３６】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３７】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４５】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４６】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３９】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４３】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４２】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４１】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号３８】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４０】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４９】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４７】

yokoo1715
吹き出し
【整理番号４８】

yokoo1715
テキスト ボックス
市道路線認定図

yokoo1715
テキスト ボックス

yokoo1715
テキスト ボックス

yokoo1715
スタンプ































議案第  ９９  号  
 
 
   市道路線の廃止について  
 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定により、

別紙路線を廃止するものとする。  
  平成２９年１１月３０日提出  

流山市長   井  崎  義  治    



東深井字宮前２１７番１

同　　　　所同　　番１

十太夫１７０番

同　所２２９番

十太夫１６番１３

同　所同　番７

十太夫１１番

同　所　７番１

十太夫２番１０６

同　所１番６

市野谷字牛飼沢６７０番３

同　　　　　所同　　番３

市野谷字牛飼沢６７０番２

同　　　　　所同　　番２

市野谷字立野７８８番６

同　　　　所７８７番２

西平井字入谷津１５４７番１

同　　　　　所１５５８番

西平井字入谷津１５５１番１

同　　　　　所１５５６番

西平井字二階畑１５８５番７

同　　　　　所１５７２番

西平井字四斗蒔５８６番１

西平井字西ノ下６４１番

西平井字下塚田８１１番１

西平井字西ノ下６７４番１

西平井字槐戸７９４番１

西平井字広田１１７４番

西平井字羽中１１３２番２

西平井字向地１３４２番６

西平井字広田１１９７番４

西平井字横枕３７７番

西平井字広田１１９７番１

西平井字向地１３４３番２

西平井字根郷１４３２番２

西平井字二階畑１５９０番１

西平井字根郷１４３３番

同　　　　所１４１３番

西平井字前谷津１４４５番

同　　　　　所１４６０番

起　　　点

終　　　点

０３０６９１ 　東深井区画６９号線

２ ３７０１０ 　十太夫区画１０号線

路線番号 路　線　名
整理
番号

重要な
経過地

５ ３７０３２ 　十太夫区画３２号線

６ ４０００１ 　市野谷区画１号線

３ ３７０２７ 　十太夫区画２７号線

４ ３７０２９ 　十太夫区画２９号線

９ ６６００７ 　西平井区画７号線

１０ ６６００８ 　西平井区画８号線

7 ４０００２ 　市野谷区画２号線

８ ４００１５ 　市野谷区画１５号線

１３ ６６０１８ 　西平井区画１８号線

１４ ６６０３１ 　西平井区画３１号線

１１ ６６００９ 　西平井区画９号線

１２ ６６０１４ 　西平井区画１４号線

１７ ６６０３７ 　西平井区画３７号線

１８ ６６０３９ 　西平井区画３９号線

１５ ６６０３３ 　西平井区画３３号線

１６ ６６０３５ 　西平井区画３５号線

１９ ６６０４０ 　西平井区画４０号線

２０ ６６０４１ 　西平井区画４１号線



西平井字向地１３５３番１

同　　　　所１３１３番

西平井字根郷前１３９２番

同　　　　　所１３６８番

西平井字根郷１４０３番３

西平井字向地１３４３番１

西平井字根郷前１４０１番２

西平井字向地１３３６番

流山字巳之起２５７８番１

同　　　　所２５５９番１

木字下谷４３０番３

同　　所４４６番１

木字下谷３８３番２

同　　所３９９番２

木字下谷３７２番４

同　　所３５０番２
２８ ８００２７ 　木区画２７号線

整理
番号

路線番号 路　線　名
起　　　点 重要な

経過地終　　　点

２３ ６６０４４ 　西平井区画４４号線

２４ ６６０４５ 　西平井区画４５号線

２１ ６６０４２ 　西平井区画４２号線

２２ ６６０４３ 　西平井区画４３号線

２６ ８００２５ 　木区画２５号線

２７ ８００２６ 　木区画２６号線

２５ ８００２０ 　木区画２０号線



sasaki2633
四角形

sasaki2633
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報告第  １７  号  
 
 
   専決処分の報告について  
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

り、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。  
平成２９年１１月３０日報告  

                 流山市長   井  崎  義  治    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報告理由  公用車の物損事故に係る和解及び損害賠償の額の決定につい

て専決処分したので、報告するためである。  



専  決  処  分  書  
 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

る専決処分事項の指定について（昭和５４年流山市議会議決）の１及び

２の規定により、次のとおり専決処分する。  
平成２９年９月１４日  

流山市長   井  崎  義  治    
 

記  
 
１  事 件 名  健康福祉部高齢者生きがい推進課の職員が外出

支援サービスの用務のため公用車（市が賃借し

ている自動車）を運転し、左折しようとしたと

ころ、畑にあるくいに接触したことによる当該

公用車の物損事故  
２  発 生 年 月 日  平成２９年７月１１日  
３  発 生 場 所  流山市思井５０４番２地先  
４  相 手 方  東京都港区西新橋一丁目３番１号  

          日立キャピタルオートリース株式会社  
５  解 決 方 法  和解による。  
６  和解成立年月日   平成２９年９月１４日  
７  和 解 の 要 旨  相手方の損害額の全額を市が負担する。  
８  損 害 賠 償 額  １９６ ,８４７円  



専  決  処  分  書  
 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

る専決処分事項の指定について（昭和５４年流山市議会議決）の１及び

２の規定により、次のとおり専決処分する。  
平成２９年１０月２５日  

流山市長   井  崎  義  治         
 

記  
 
１  事 件 名  健康福祉部児童発達支援センターの職員が訪問  

先へ向かう途中、訪問宅を地図で確認するため  
路肩に公用車（市が賃借している自動車）を駐  
車しようとしたところ、電柱に接触させたこと  
による当該公用車の物損事故  

２  発 生 年 月 日  平成２９年７月１２日  
３  発 生 場 所  流山市西平井１１４７番地先の路上  
４  相 手 方  千葉県千葉市美浜区中瀬二丁目６番地１  

株式会社日産フィナンシャルサービス  
５  解 決 方 法  和解による。  
６  和解成立年月日   平成２９年１０月２５日  
７  和 解 の 要 旨  相手方の損害額の全額を市が負担する。  
８  損 害 賠 償 額  ３８，９４４円  



 
専  決  処  分  書  

 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ  
る専決処分事項の指定について（昭和５４年流山市議会議決）の１及び  
２の規定により、次のとおり専決処分する。  

平成２９年１１月１日  
流山市長   井  崎  義    

 
記  

 
１  事 件 名  健康福祉部健康増進課の職員が南流山センター

において実施した育児相談事業を終え、保健セ

ンターに戻るため、公用車（市が賃借している

自動車）を運転し、公用車専用駐車場から出庫

の際、同駐車場出口に設置されている鉄製ポー

ルに接触させたことによる当該公用車の物損事

故  
２  発 生 年 月 日  平成２９年７月３１日  
３  発 生 場 所  流山市南流山３丁目３番１  
           （流山市南流山センター公用車駐車場内）  
４  相 手 方  千葉県千葉市美浜区中瀬二丁目６番地１   

株式会社日産フィナンシャルサービス  
５  解 決 方 法  和解による。  
６  和解成立年月日   平成２９年１１月１日  
７  和 解 の 要 旨  相手方の損害額の全額を市が負担する。  
８  損 害 賠 償 額  ３１３，８７０円  
 
 
 
 
 



 

専  決  処  分  書  
 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

る専決処分事項の指定について（昭和５４年流山市議会議決）の１及び

２の規定により、次のとおり専決処分する。  
  平成２９年１１月６日  
                 流山市長   井  崎  義  治  
 

記  
 
１  事 件 名  健康福祉部介護支援課の職員が介護支援サポー

ター養成講座の用務で、南流山センターへ向か

うため公用車（市が賃借している自動車）を運

転し、コインパーキングに駐車しようとした際、

満車であることに気付き、後進させたところ、

電柱に接触したことによる当該公用車の物損事

故  
２  発 生 年 月 日  平成２９年９月７日  
３  発 生 場 所  流山市南流山３丁目９番地先  
４  相 手 方  千葉県千葉市中央区弁天１丁目５番１号  

大和リース株式会社千葉支店  
５  解 決 方 法  和解による。  
６  和解成立年月日   平成２９年１１月６日  
７  和 解 の 要 旨  相手方の損害額の全額を市が負担する。  
８  損 害 賠 償 額  ５３，２１１円  



報告第  １８  号  
 
 
   専決処分の報告について  
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

り、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。  
平成２９年１１月３０日報告  

流山市長   井  崎  義  治    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報告理由  物損事故に係る和解及び損害賠償の額の決定について専決処

分したので、報告するためである。  



専  決  処  分  書  
 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定によ

る専決処分事項の指定について（昭和５４年流山市議会議決）の１及び

２の規定により、次のとおり専決処分する。  
平成２９年８月２４日  

流山市長   井  崎  義  治    
 

記  
 
１  事 件 名  流山市立常盤松中学校野球部の打撃練習中、打  

球が近隣住宅の屋根瓦を直撃し、屋根瓦が破損  
した物損事故  

２  発 生 年 月 日  平成２９年５月４日  
３  発 生 場 所  ○○○○○○○○○○  
４  相 手 方  ○○○○○○○○○○  
           ○○  ○○  
５  解 決 方 法  和解による。  
６  和解成立年月日   平成２９年８月２４日  
７  和 解 の 要 旨  相手方の損害額の全額を市が負担する。  
８  損 害 賠 償 額  ５７５，６４０円  
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